
日 曜 行事

3 火 豆まき

10 火 体操教室

13 金 避難訓練

20 金 身体測定

24 火 体操教室

27 金 お買い物ごっこ

  

　一年の中でも一番冷え込みが厳しい季節になりました。朝の空
気は、キリリと冷たく、子どもたちの吐く息も白く広がっていま
す。節分の行事や、寒さの中で見つける小さな季節の変化を通じ
て、子どもたちの表情もますます豊かになってきています。体を
たくさん動かして、寒さに負けない体づくりをしていきたいと思
います。

　　　発行日：2026年 1月 30日

まんぼう

すくすくだより 2月

＜なぜ、チョコレートは

３歳頃まで控えた方が良いの？＞

2月14日はバレンタインデーですね。そこで、チョコレートのお

話です。

チョコレートは、明確な禁止年齢はないものの、消化機能や味覚

形成、虫歯リスクから３歳頃までは控えるのが望ましいとされてい

ます。

「３歳まで控えるべき理由」
・消化器官への負担

乳幼児の消化器官は未発達で、糖分や脂肪分が多いチョコレート

は負担が大きいです。

・味覚形成への影響

３歳頃までに濃い味に慣れると、薄味が物足りなくなり、偏食や

濃い味を好む傾向につながる可能性があります。

・カフェイン・テオブロミン

チョコレートに含まれるカフェインやテオブロミンは、子どもの

睡眠妨害や興奮、落ち着きのなさにつながることがあります。

・虫歯リスク

糖分が歯に残りやすく、虫歯のリスクが高まります。一人で

しっかり歯磨きができるまでは、特に注意が必要です。

味覚や体の機能が発達途中の0，1，2歳児期は、素材の味を大

切にしたおやつが安心です。チョコレートは、体がしっかり成長し

てから、量や時間を考えながら楽しめると良いですね。

行事予定

※名前のない洋服や、食事用エプ

ロン、口拭きタオルがあります。お友

達と間違わないためにも、誰が見ても

分かる所にはっきりと記名をお願いし

ます。名前が薄くなったもの、新しく

購入したもの、頂きものなどの確認を

お願いします。

※爪が伸び ていると爪の中や指の

間に細菌が繁殖し やすくなります。

また、自分やお友だちを傷つけてし

まう事もあります。週末には親子のス

キンシップを兼ねて、爪切りタイムを

つくりましょう。

※1月のご意見・苦情は、０件でし

た。

＜お願い＞

2月

おすすめ

絵本


